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自己紹介
• 大学は文学部
（理系のまともな研究論文を見たことがない）

• 1993 北大図書館に入職（雑誌担当係）
（届いた雑誌に日付シールを貼って書架に並べるなど）

• 2005 何回かの異動ののち、北大図書館でリポジトリ業務
（いろいろなことがよくわからない）

本日の内容
• 学術情報流通の進展
• 電子的学術情報流通が
もたらした変化

（参考）
• 学術雑誌とはどういうものか
• 論文とはどういうものか





書写、書簡
冊子体学術雑誌

試行
錯誤

15c央 1665     20c末 ↑今ココ

学術情報流通の進展＝
量とスピードに対する
需要と技術革新の
いたちごっこ

印刷術

電子情
報通信

次代の
キラーアプリケ
ーション

?

学術
雑誌

国家規模の科学技術開発、
商業出版社の進出、
研究評価圧力（publish or perish）

産業の発達、 科学の多様化・深化

交通・通信網の発達

オープンサイエンス思潮、
論文に留まらない情報流通へ

電子ジャーナルの誕生

世界の拡大、人口の増大

オープンアクセス思潮



需要があって技術革新は生まれる

ウェブの発明にともない、
学術情報も電子的に流通
するようになった

学術情報を流通させるため、
ウェブが発明された
Cf. Tim Berners-Lee, CERN (1989). Information Management: A Proposal



図書館は何をしたか



出版社は何をしたか



研究者の文献共有は
出版前論文の共有

“プレプリント”
“ワーキングペーパー”

抜刷の贈呈



まずは模倣ではじめるしかなかった。が、
さまざまな変化が顕在的／潜在的に進行



論文の先取
権の確立

査読による
質の保証

知見を世に
知らせる

知見を後世
に伝える

“学術雑誌の４機能”それを生み出
したのが私だ
と世界に認知
してほしい

世に広まっ
てほしい

その科学的
真価を認め
てほしい

後世にも伝
えたい

ヘンリー・オルデンバーグ氏の書簡（1664～1665）より。同氏は、世界最古の学術雑誌と言われる
イギリス王立協会「フィロソフィカル・トランザクション」（1665～）創刊時の事務総長



利用の直接的測定が可能に 流通可能な情報量の
爆発的増大

販売・契約形態の多様化
まとめ売りまとめ買い
アーカイブ販売

「印刷・製本・配送・管理
コストの回収」論理の希薄化
（誰に何を売るのか）

アウトプットとしての論文だ
けでなく研究素材の流通へ

部数、刊行頻度、種類数
の増大（→コスト増）

実験データ、
観測データ、…

古文献、
博物資料、…

研究データ
管理・公開

デジタルアー
カイブ

情報管理がおぼつかない

閲覧

引用

貸出回
数？
コピー
回数？

引用カ
ウント

ダウンロード数
COUNTER

機関としての購入の判断

大量複製からの脱却

雑誌名＋論文名での書
架探しから、各種IDで
の同定・アクセスへ

単一の論文ファイルを
世界中から閲覧

IIIF

情報システム同士、
情報同士の相互接続

新たな情報流
通メディア

機関リポジトリ

プレプリン
トサーバ

著者負担型OA誌

論文の先取
権の確立

査読による
質の保証

知見を世に
知らせる

知見を後世
に伝える

JIF

学術雑誌の本質
→的意義として、
著者負担型OA誌
に具現化

→その多くをデジタル技術や新たなメディアが置換・補完

相互運用性の
向上へ

OAI-PMH、
JPCOARスキーマ

電子情報資源管理システム
KBART

オープンアクセス思潮
パブリック・アクセス論
研究公正

：

従来の雑誌評価指標

↑
近似以上の
計測が困難 SNS言及

alternative 
metrics

識別子技術
DOI、ORCIDなど

冊子体学術雑誌の模倣としての

電子ジャーナル



学術コミュニケーション技術セミナー

10/26（月）オープンアクセス及び機関リポジトリ
（JPCOARスキーマ、OAI-PMH、ResourceSync、IRDB連携など）

11/ 2（月） デジタル・アーカイブ
（IIIF、NDLサーチ、DC-NDL、研究データリポジトリ事例など）

11/16（月）電子ジャーナル・データベース
（COUNTER、Altmetrics、KBART、ERDB-JPなど）

12/ 7（月） 著者名・機関識別子、検索サービス
（DOI、ORCID、e-Rad研究者番号、各種検索サービスなど）
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